
令和 7年 12月 16日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

事業所名称…グループホーム 久米の家 

サービス種類…認知症対応型共同生活介護 

       共用型認知症通所介護 

       

会議開催日…令和 7年 12月 12日（金） 13時 30分～15時 30分まで 

開催場所…小規模多機能型居宅事業所 ほっと 2階 ホール 

出席者 

事業所 4人 利用者 0人 

利用者家族 0人 地域代表者 4人 

松江市職員 1人 包括支援センター 1人 

知見を有する者 0人 その他（ほっと職員  ） 5人 

議事 

 〇総合消防訓練実施 

  ・消防署の方の指導のもと訓練を実施する。 

『総合訓練概要』 

 発生場所…併設施設 1階台所  火災想定時間…深夜 2時 

1. 火災報知器がなり、グループホーム事務所の火災表示板で併設施設の火災を知る。 

2. 併設施設の鍵や消火器、ヘットライト装着し併設施設に確認に行く。併設施設事務 

所の火災表示板や併設施設の職員を呼び出火場所を確定し一緒に初期消火を行う。 

3. 初期消火失敗にてホームに戻り誘導を行う。（通報は別の職員が行う） 

4. ご利用者に声を掛け安全な場所に避難誘導を行う。ご利用者役の職員を車椅子誘導 

  や重傷者を想定し、地域役の職員と毛布担架を使用して避難誘導を行う。 

5. 全員避難誘導後点呼を行い、併設施設に再度応援に行く。 

6. 消防署到着時現状報告を行う。 

〇10～12月の活動報告と事故・苦情報告とその対応について 

  利用者 9名（女性 5名 男性 4名）  

  共用型通所 1名（女性 1名） 

  年 齢 平均 88.7歳  最少 74歳 最高 95歳 

  介護度 介護 1（4名） 介護 2（2名） 介護 3（2名） 

      介護 4（0名） 介護 5（1名） 平均 2.1 

      共用型通所 介護 1（1名） 

  職 員 管理者 1名  

ケアマネージャー1名 

       ＊介護短縮時間制度利用 

      介護職員 10人（常勤 7人（内短縮時間制度利用 2名） 非常勤 2人 

      ＊子の短縮時間制度利用 3名 
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ヒヤリハット 事故 苦情

      ＊新規介護職員の紹介動画を流す 

      調理職員 2名（非常勤 2名） 

・事故・・・なし 

・苦情・・・なし 

・ヒヤリハット・・・4件 

 ・1人で入室され居室ベットに座り損ねあり尻もちをつかれる。 

 ・夜間トイレ誘導をしたご利用者の傍を離れてしまい、居室に戻ると床に尻もちをつかれていた状態で 

あった。 

 ・深夜 0時の巡視時に訪室するとポータブルトイレの前で土下座のような姿勢で座り込まれていた。 

・深夜普段車椅子のご利用者が廊下の手すりを持って歩いておられた。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・10月中旬にグループホーム・共用型通所と運営指導があり、助言や指導は職員間で 

話し合い改善に繋げた。 

・10月～12月のホームでの生活の様子を報告 

 パワーポイントを使い生活の様子や行事・レク・ドライブの日々の様子を写真で流す。

また、地域交流「ギター演奏会」が好評で日に日に地域住民の参加が多くなっている

事を報告。12月初旬には、中国電力ネットワークの職員さんが 15名程度お掃除のボ

タンティアに来られた事を写真でも報告。 

〇意見交換 

（消防署の方からの助言） 

・訓練事態はしっかりと声も出て的確に避難誘導や通報が出来ていてよかったが、火元の消 

 火後そのまま併設施設の応援の職員が火元の施設の誘導を手伝ってもよかったのではな 

いか。 

➡訓練前に通常なら火元の施設を優先するが今回訓練であり、ホームに戻って避難誘導 

 を行った経緯がある。 

・消火器は 15秒しかもたなく誘導に切り替えるタイミングがきちんとなっていた。 

・一番気をつけて欲しいのは、施設や地域が火災時この久米地区の道路をシャットダウンし 

て欲しい。久米地区は、道路に消火栓がある事とまた道路が狭い為野次馬などの車がある 

と困る。 

➡事業所でも運営推進会議にその話はしており、車の誘導係を地域の方に依頼している。 



 職員でも火災時の職員用のラベルを各自車両に積んでおり、火災や災害時は近隣にそ

のラベルを車両に貼り車は停めて置くことが統一になっている。（事業所から） 

（事業所から） 

・グループホームは、重症化のご利用者の避難方法でも悩む事があり毛布担架以外に何か移 

 動方法がないか相談。 

➡消防署の方実演して下さり動画に撮り職員間で共有する。 

・スプリンクラー作動が 100 度と聞いているがどれくらいの時間を要するのか。 

➡炎があたり溶けだしてから水が出る。おおよそ 20 分はかかる。 

（その他） 

・事前に訓練の話し合いや移乗方法など考えておられ訓練に前向きに取り組まれているの

がわかった。 

・事業所の火災通報時主だった人に自動連絡が行くが、そのメンバーを今年見直しし更新を

行った。 

 

 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。 〇 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。 〇 

 


